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文責 ： 校 長 山口敬博

～いつでも・どこでも・だれとでも～ 副校長 安樂智史

先週の木曜日（５月２日）、

136名の1年生の入学を祝う 『歓迎集会』『歓迎遠足』『歓迎集会』『歓迎遠足』 を実施･･･、
「1年生を歓迎し、1年生との楽しい思い出を作る」というめあてに向かって、
子どもたち一人一人が、優しく思いやりのある行動で、1年生を歓迎しました。

まずは、遠足に先立って行われたのが『歓迎集会』･･･。
計画・準備の時間もなかなか取れない中での実施でしたが、
・集会委員会（企画・進行・挨拶）、・放送委員会(放送)、
・2年生(1年生への贈り物)、・6年生（1年生のサポート）と、

それぞれ分担した役割を果たし、心のこもった温かな会を作り上げました。
集会のメインは、『○×クイズ』。
ペアの6年生とともに仲良くクイズに挑戦した1年生は、
答え合わせの度に「やった～！」「え～っ」と一喜一憂。
満面の笑顔で、会を楽しんでいました。

そして、爽やかな青空の下、いよいよ『歓迎遠足』です。
集会のあった体育館から、一度教室に戻った子どもたちは、
5年⇒4年⇒3年⇒2年⇒１・６年の順番で学校を出発
1年生とペアを組み、1年生をサポートした6年生は、
行き帰りの途中、1年生が退屈しないよう話しかけたり、辛そうなときは励ましたり、
安全を気遣って車道側を歩いたりするなどの優しい姿が印象的でした。

現地到着後、同じく運動公園に遠足できていた北諫早小と、
遊具広場の使用時間を分け合って遊んだ後は、
お待ちかねのお弁当タイム！！
みんな、愛情たっぷりの手作りお弁当を、口いっぱいに頬張っていました。
あっという間にお弁当を平らげた子どもたちは、
これまたお楽しみのおやつタイムを挟んだ後は、
時間ギリギリまで、自由な時間を楽しんでいました。

そして、あっという間のタイムアップ･･･。
歓迎遠足は、子どもたちにとって、今年も思い出深い1日となったようです。

最後に６年生 峯 沙綾 さん の感想をお伝えします。

【歓迎集会・遠足写真館】

❏令和６年度スローガン

笑顔あふれる
「み」みつけよう夢を
「た」高めよう志へ

助け合おう友と
「ち」知恵と
「や」やる気と
「ま」真心で

～いつでも・どこでも・だれとでも～

達成感 峯 沙綾

私は、5月2日にあった歓迎集会と歓迎遠足でたくさんのことを学べ、また達成感がありました。
これから、そのことについて説明していきます。

まず、歓迎集会では、私は集会委員なので、1年生に「おめでとう」という気持ちで、計画を立
て集会を行うことを心がけました。でも、改善点もありました。それは、注意の声掛けです。私は、集
会の中でも「クイズ」を担当していました。私は、クイズの後の解説を言うはずだったのですが、周り
がうるさくてなかなか言い出せず時間が過ぎて言えませんでした。なので、次の集会からは、時間
を大切にしていきたいです。

次に、歓迎遠足についてです。まず私は、1年生のペアが2人だったので、1年生に合わせて無
理のない範囲で活動することを心がけました。運動公園に行く途中、1年生は「疲れた」「歩きたく
ない」などと言っていたのですが、私は荷物を持ってあげるなど甘やかさずに、「あとちょっとだから頑
張って」などと、励ましながら歩きました。運動公園につくと、ペアの子は「がんばってよかった」「やっ
とついた」などと話していて、私は「1年生を自分の力で安全に歩かせることができた」という達成
感で、胸がいっぱいになりました。遊具で遊ぶときは、2人とも違う場所に行ってしまったりして大変
でした。でも、1年生から「今日は楽しかった。沙綾ちゃんありがとう。」と言ってもらえたのがすごく嬉
しかったし、歓迎遠足の一番の目的である「歓迎の意を込めて、1年生と楽しく遊び、仲良くなる」
ということを達成できた気がしました。

これからは、この歓迎遠足で学んだ、＜状況に応じて判断し、行動できる力＞を、忘れずに、こ
れからの学校生活に生かし、もっと1年生と仲良くなりたいなと強く思いました。


